	　

２００６年１２月１０日

　週　報　　　　　　　 午前１０：３０
前　　奏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奏楽者

招　　詞　ローマ人への手紙１２章１節　　　　　　司会者

頌　　栄　５３９　　　　　　　　　　　　　　　会衆一同

主の祈り　５６４　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

交 読 文　３７　イザヤ書３５章　　　　　　　　　　　〃

讃 美 歌　６７　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

聖　　書　ルカによる福音書４章１４節～２１節　　司会者

祈　　祷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

讃 美 歌　９７　　　　　　　　　　　　　　　　会衆一同

信仰告白　使徒信条　５６６　　　　　　　　　　　　　〃

奨　　励　「解き放たれる」　　　　　　　　　難波真実兄

祈　　祷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

讃 美 歌　２６３　　　　　　　　　　　　　　　会衆一同

献　　金

頌　　栄　５４１　　　　　　　　　　　　　　　会衆一同

黙　　祷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

後　　奏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奏楽者

前聖日の礼拝出席者：男７名　女５名　子１名　合計１３名




報　告

· 現行「教育基本法」前文の書き出しは、＜われらは、日本国憲法を確立し、民主的で文化的な国家を建設して、世界の平和と人類の福祉に貢献しようとする決意を示した。この理想の実現は、根本において教育の力にまつべきものである。＞今、安倍総理提出の改正条文では、＜ここに、我々は日本国憲法にのっとり、我が国の未来を切り拓く教育の基本を確立し、その振興を図るため、この法律を制定する。＞と締めくくっている。自民党ならびに安倍総理は現行憲法を変えることにしているが、しかし現実は九条を有する憲法が生きている。現行憲法をねじ曲げてイラクに派兵するような政府が、＜日本国憲法にのっとり、＞というからには、憲法を正しく守ることが先ではないか。政府みずからが数の暴力で国の規範に従わなければ、国家の品格が損われ凡ゆるものが乱れるのは当然といわなければならない。現行憲法を生かし、教育基本法改悪には筋が通らない。
· 次週１７日（第三聖日）は、教会だより１２月作成に当って名寄教会清水牧師に、直前電話で打ち合わせしたのですが、出来上ってから、清水牧師からＲ・ウイットマー宣教師に変更されて来ましたので訂正します。開会時間は午後２時からで変更はありません。
士別教会ＨＰアドレスhttp://gospel.3.pro.tok2.com/

